
新編 知立市史だより

知立市 2023.5.1

第13号

　「家康ゆかりのお城めぐり」と題し、三河地方の少しマニアックな城跡を歩くイベント

を開催しました。当館の中世史・城郭史専門の学芸員の説明とともに、お城の竪
たて

堀
ぼり

・横
よこ

堀
ぼり

・堀
ほり

切
きり

や土
ど

塁
るい

などの様々な防御施設などを参加者の皆さまと見てまわりました。人工的

に造り出された急斜面（切
きり

岸
ぎし

）や平端な場所（曲
くる

輪
わ

）を実際に歩き、地形の凹凸を読み解

くことで戦国時代の生々しいお城の姿を肌で感じてもらえたのではないでしょうか。

　歴史といいますと、学校で授業を受けたり、本やテレビなどから学ぶイメージを抱かれ

がちだと思われますが、今回のような体験を通して、少しでも歴史に対して興味を持ち、

理解を深めていただけるよう、歴史民俗資料館では、これからも様々なイベントを企画し

てまいります。

古宮城跡（新城市） 松平城跡（豊田市）
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『
新
編
知
立
市
史
2　

通
史
編　

近
代
・
現
代
』
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
巻
は
、廃
藩
置
県
以
降
の
本
市
域
の
歴
史
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
本
市
は
、

大
阪
で
日
本
万
国
博
覧
会
（
大
阪
万
博
）
が
開
か
れ
た
昭
和
四
十
五
年
（
一

九
七
○
）
十
二
月
一
日
に
、
知
立
町
が
そ
の
ま
ま
市
制
へ
移
行
す
る
形
で
誕

生
し
ま
し
た
。
本
巻
第
六
章
「
知
立
市
の
誕
生
と
発
展
」
に
記
し
た
よ
う
に
、

市
制
へ
の
移
行
は
短
い
期
間
で
決
定
さ
れ
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
の
三

月
に
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
・
施
行
さ
れ
、
市
制
施

行
の
要
件
が
人
口
五
万
人
以
上
か
ら
三
万
人
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。
同
月
、
知
立
町
議
会
に
市
制
調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
調

査
を
受
け
て
、
七
月
に
は
、
知
立
町
市
制
促
進
協
議
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
に
は
、
市
制
施
行
に
つ
い
て
町
民
向
け
の
説
明
会
が
開
か
れ
、
九
月
一

日
に
は
、町
議
会
全
員
協
議
会
で
、市
制
施
行
を
十
二
月
一
日
、市
名
を
「
知

立
市
」
と
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ほ
ぼ
半
年
の
間
で
決
定
し
、
そ
の

後
三
ヶ
月
で
移
行
す
る
と
い
う
、
高
度
経
済
成
長
期
の
世
相
そ
の
も
の
の
よ

う
な
急
速
な
動
き
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
唐
突
な
動
き
で
は
な
く
、

そ
れ
以
前
か
ら
周
辺
地
域
で
は
、
市
町
村
合
併
の
動
き
も
あ
っ
て
、
知
立
町

で
も
合
併
に
関
し
て
模
索
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
知
立
町
は
、
単

独
で
の
市
制
施
行
と
い
う
形
で
の
発
展
を
選
択
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
選
択
の
結
果
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
○
六
）
五
月
一
日
に
当
時
の

知
立
町
と
牛
橋
村
・
上
重
原
村
そ
し
て
長
崎
村
の
一
部
が
合
併
し
て
新
し
い

知
立
町
が
誕
生
し
て
以
降
、
本
市
は
、
そ
の
行
政
区
域
が
変
わ
ら
な
い
ま
ま

市
制
に
移
行
し
て
今
日
に
い
た
る
と
い
う
特
色
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
の
行
政
区
域
が
決
ま
っ
て
か
ら
今
年
で
百
十
七
年
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
知
立
市
と
し
て
充
実
し
た
行
政
運
営
が
可
能
な
背
景
と
し
て
、
近

隣
市
と
協
力
し
た
行
政
の
広
域
化
推
進
と
と
も
に
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
利

点
を
活
か
す
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
両
者
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
近

世
東
海
道
宿
場
町
か
ら
発
展
し
、
近
代
の
鉄
道
や
道
路
交
通
の
結
節
点
と
し

て
さ
ら
に
そ
の
重
要
性
を
増
し
た
本
市
の
地
理
的
条
件
で
す
。
本
巻
は
、
市

域
の
経
済
や
人
々
の
生
活
の
変
化
と
と
も
に
、
そ
の
背
景
と
し
て
の
交
通
の

発
達
に
も
注
目
し
て
記
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
歴
史
上
有
名
な
人
物
で

あ
る
内
藤
魯
一
に
関
す
る
新
視
点
や
知
立
団
地
の
変
化
に
見
る
本
市
の
多
文

化
化
な
ど
、
本
市
の
近
現
代
の
変
化
を
歴
史
的
に
た
ど
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

令
和
三
年
（
二
○
二
一
）
五
月
、
本
市
は
、
S
D
G
ｓ
未
来
都
市
に
選
定

さ
れ
持
続
可
能
な
取
組
み
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
々
が
本
巻
を

読
ん
で
、
本
市
に
関
す
る
ご
自
身
の
歴
史
像
を
つ
く
る
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
、
持
続
的
発
展
と
い
う
新
た
な
歴
史
づ
く
り
を
進
め
て
い
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

�

（
近
代
・
現
代
部
会
長 

土
屋
武
志
）

知
立
市
の
近
現
代
を
知
る
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平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
四
月
一
日
、
知
立
市
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
理
念
や
基
本
的
事
項
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
「
知
立
市
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
実
践
の
た
め
の
重
要
な
プ

レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
。
同
条
例
で

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
「
地
域
住
民
が
互
い
に
助
け
合
い
、
地
域
の
課
題
に
自

ら
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
自
主
的
に
結
ば
れ
た
組
織
又
は
集
団
」
と

定
義
し
、
町
内
会
も
そ
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
知
立
市
域

に
は
三
一
の
町
内
会
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
成
り
立
ち
は
以
下
に
み
て

い
く
よ
う
な
歴
史
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

知
立
市
の
町
内
会
の
歴
史
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
は
「
区
」
で
す
。

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
五
月
一
日
の
新
知
立
町
の
誕
生
に
際
し
て
、

そ
れ
ま
で
の
町
村
は
大
字
知
立
・
大
字
上
重
原
・
大
字
西
中
・
大
字
谷
田
・

大
字
八
ツ
田
・
大
字
牛
田
・
大
字
八
橋
・
大
字
来
迎
寺
と
し
て
再
編
さ
れ
、

大
字
ご
と
に
区
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
区
が
昭
和
十
五
年

（
一
九
四
〇
）
九
月
の
「
部
落
会
町
内
会
等
整
備
要
領
」
を
契
機
に
戦
時
体

制
を
支
え
る
行
政
の
末
端
組
織
と
し
て
改
編
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
後
、
部
落
会
・
町
内
会
は
解
散
を
命
じ
ら
れ
ま
す

が
、
そ
れ
と
前
後
し
て
県
か
ら
行
政
的
な
事
務
の
た
め
に
、
適
当
な
区
域
に

「
駐
在
員
」
を
配
置
す
る
こ
と
が
通
達
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
応
じ
る
形
で
、

知
立
町
に
も
前
述
の
八
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
駐
在
員
（
駐
在
員
事
務
所
長
）
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
知
立
町
で
は
「
区
制
」
と
い
う
考
え
方
が
長
ら
く
通
用
し
、
さ

ら
に
大
字
知
立
で
は
区
長
に
加
え
て
長
篠
・
山
屋
敷
・
山
町
・
中
山
町
・
中

町
・
新
地
・
本
町
・
刈
谷
道
・
西
町
・
一
里
山
の
一
〇
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
部

長
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
「
部
長
制
」
は
上
重
原
や
西
中
で
も

確
認
で
き
、
前
者
は
弘
法
に
後
者
は
新
林
に
そ
れ
ぞ
れ
部
長
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
五
年
八
月
、
知
立
町
は
「
区
制
」
お
よ
び
「
部
長
制
」
を
正
式

に
廃
止
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
知
立
町
に
は
右
の
一
〇
地
区
と
上
重
原
・
弘

法
・
西
中
・
新
林
の
四
地
区
お
よ
び
谷
田
・
八
ツ
田
・
牛
田
・
八
橋
・
来
迎

寺
の
計
一
九
地
区
に
改
め
て
駐
在
員
事
務
所
長
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
再
び
町
内
会
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で

す
。

　

で
は
、
そ
れ
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
一
般
化
し
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
実
は
判
然
と
し
ま
せ
ん
。
た
だ
、『
広
報
ち
り
ゅ
う
』

に
掲
載
さ
れ
た
区
長
の
紹
介
記
事
を
み
る
と
、昭
和
四
十
五
年
度
ま
で
は「
駐

在
員
事
務
所
長
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
」
と
さ
れ
、
長
篠
以
下
二
四
の
地
区

名
の
み
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
市
制
施
行
後
の
昭
和
四
十
六
年
度

か
ら「
区
長
・
・
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
」と
な
り
、長
篠
以
下
の
地
区
名
に「
町
」

の
文
字
が
付
さ
れ
、「
長
篠
町
」「
山
屋
敷
町
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
市
域
に
伝
わ
っ
て
い
る
規
約
類
に
よ
る
と
、
区
や
町
と
い
う

呼
称
を
め
ぐ
っ
て
依
然
と
し
て
揺
れ
が
続
い
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
組
織

に
つ
い
て
も
若
干
相
違
が
み
ら
れ
ま
す
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
具
体
的

に
確
認
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
四
十
九
年
七
月
十
四
日
付
の
「
長
篠
区
規
約
」
は
、総
則
（
第
一
章
）・

目
的
及
び
事
業
（
第
二
章
）・
機
関
（
第
三
章
）・
組
織
（
第
四
章
）・
会
計
（
第

戦
後
知
立
市
の
町
内
会
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五
章
）・
転
入
転
出
（
第
六
章
）・
附
則
（
第
七
章
）
の
全
七
章
と
細
則
か
ら

な
り
、
条
文
数
は
三
六
条
を
数
え
ま
す
。
総
則
の
第
一
条
に
「
本
自
治
体
は

長
篠
区
と
称
す
る
。（
通
称
長
篠
町
内
会
と
称
す
）」
と
あ
り
、
前
述
の
よ
う

な
呼
称
の
揺
れ
が
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
長
篠
区
に
は
総
会
・
役
員
会
・
部

長
会
・
組
長
会
・
組
集
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
部
や
組
と
い
っ

た
単
位
で
住
民
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
具
体

的
な
数
は
こ
の
規
約
で
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
部
は
組
を
単
位
に

構
成
さ
れ
、組
は
「
1
組
の
戸
数
が
25
戸
を
越
え
る
と
判
断
さ
れ
る
時
」（
第

二
十
二
条
）
に
は
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
程
度
の
戸
数
で
成
り
立
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

次
に
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
付
の
「
上
重
原
町
規
約
」
を
み
て
み
ま
し
ょ

う
。
こ
の
規
約
も
全
七

章
と
細
則
か
ら
な
り
、

条
文
数
は
三
五
条
で

す
。
長
篠
区
と
は
異

な
っ
て
、
上
重
原
町
は

総
会
・
役
員
会
・
協
議

員
会
・
部
長
会
か
ら
な

り
、
組
や
組
集
会
に
か

か
わ
る
規
定
は
こ
の
規

約
に
は
見
当
た
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
組
に
つ
い

て
は
第
十
九
条
に
「
長

篠
区
規
約
」
と
同
様
の

組
の
増
加
に
か
か
わ
る

規
定
が
あ
る
た
め
、
存
在
自
体
は
自
明
視
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
総
則
の
第
一
条
に
は
「
本
自
治
体
は
上
重
原
町
と
称
す
る
」
と
あ

り
、
上
重
原
で
は
区
で
は
な
く
町
と
い
う
呼
称
が
す
で
に
通
用
し
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

最
後
に
昭
和
五
十
三
年
度
の
も
の
と
思
わ
れ
る
「
新
林
区
規
約
」
を
挙
げ

て
お
き
ま
す
。
こ
の
規
約
も
「
長
篠
区
規
約
」
や
「
上
重
原
町
規
約
」
と
同

じ
く
全
七
章
と
細
則
か
ら
な
り
、
条
文
数
は
三
八
条
、
総
則
の
第
一
条
に
は

「
長
篠
区
規
約
」
と
同
様
に
「
本
自
治
体
は
新
林
区
と
称
す
る
（
通
称
新
林

町
内
会
と
称
す
）」
と
あ
り
ま
す
。
新
林
区
で
は
総
会
・
役
員
会
・
協
議
員
会
・

組
長
会
・
組
集
会
が
組
織
さ
れ
、
こ
の
う
ち
協
議
員
会
に
つ
い
て
は
規
約
を

通
じ
て
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
協
議
員
会
は
総
会
前
に
地
区
ご
と
に

選
出
さ
れ
た
一
〇
名
の
協
議
員
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
地
区
は
一
〇
地
区

に
分
け
ら
れ
、
一
地
区
に
は
二
、
三
の
組
（
一
組
は
三
〇
戸
程
度
）
が
あ
り

ま
し
た
。
ち
な
み
に
新
林
区
に
お
け
る
総
会
は
区
長
が
招
集
し
、
役
員
・
協

議
員
・
組
長
お
よ
び
各
組
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
「
知
立
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
で
は
町
内
会
の
ほ
か
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
活
動
団
体
）
な
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
以
上
の
よ
う
な
歴
史
を
有
し
、
地
縁
に
基
づ

く
団
体
で
あ
る
町
内
会
に
も
、
目
的
で
結
び
つ
い
た
集
団
で
あ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
同
様
に
、「
地
域
社
会
の
担
い
手
と
し
て
主
体
的
に
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
よ
う
努
め
る
」
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
（
第
六

条
）。�

（
近
代
・
現
代
部
会 

久
保
正
明
）

図 1　『長篠区規約』（西中区有文書、西中町内会蔵）
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新
編
知
立
市
史
編
さ
ん
事
業
は
、
昨
年
七
月
に
『
新
編
知
立
市
史
2 

通

史
編 

近
代
・
現
代
』
を
刊
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
通
史
編
全
二
巻
、
資
料

編
全
六
巻
、
別
巻
二
巻
の
刊
行
を
終
え
、
残
る
は
別
巻
『（
仮
）
は
じ
め
て

の
知
立
市
史
』
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

知
立
の
歴
史
は
こ
れ
で
も
う
十
分
か
と
い
え
ば
、そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
々
の
業
務
（
調
査
・
研
究
）
を
通
じ
て
、
新
発
見
や
資
史
料
の
読
み
な
お

し
に
よ
る
新
し
い
見
解
が
、各
巻
刊
行
後
も
続
々
と
出
て
き
て
い
る
の
で
す
。

今
回
ご
紹
介
す
る
来
迎
寺
城
の
お
話
も
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

来
迎
寺
城
（
今
崎
城
）
は
、
市
内
の
来
迎
寺
町
古
城
に
所
在
し
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。「
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
表
現
し
、断
定
し
て
い
な
い
の
は
、現
在
、

堀
や
土
塁
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
城
郭
遺
構
と
判
断
で
き
る
痕
跡
が
地
表
面
に

残
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
発
掘
調
査
も
実
施
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
す
。
で
は

な
ぜ
お
城
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
「
古
城
」「
足
軽
」

と
い
っ
た
関
連
地
名
や
お
城
が
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。
で
は
来
迎
寺
城
の
研
究
史
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

研
究
の
嚆
矢
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
平
成
九
年
度
に
わ
た
っ
て
実
施

さ
れ
た
愛
知
県
に
よ
る
中
世
城
館
跡
分
布
調
査
で
し
た
。
調
査
を
担
当
し
た

清
水
啓
介
氏
は
、
遺
構
や
資
史
料
（
一
次
・
二
次
史
料
）
が
な
い
こ
と
を
明

記
し
た
う
え
で
、
伝
承
に
基
づ
い
て
城
の
中
心
は
来
迎
寺
の
東
側
に
建
つ
古

城
塚
（
さ
む
ら
い
塚
）
周
辺
と
し
、
さ
ら
に
古
城
塚
は
永
禄
三
年
（
一
五
六

〇
）
に
今
川
勢
に
攻
め
ら
れ
た
際
の
戦
死
者
を
埋
葬
し
た
も
の
と
い
う
伝
承

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
次
い
で
新
編
知
立
市
史
編
さ
ん
事
業
で
は
、
清
水
正

明
氏
が
先
述
の
県
の
見
解
を
踏
襲
し
つ
つ
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
の

地
籍
図
を
用
い
て
「
塚
の
周
り
に
堀
と
思
わ
れ
る
地
割
が
確
認
で
き
る
」
と

踏
み
込
ん
だ
指
摘
を
し
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
地
籍
図
と
は
、
土
地
一
筆
ご
と
の
境
界
や
地
目
、
小
字
な
ど
が

記
さ
れ
た
地
図
の
こ
と
で
、土
地
の
詳
細
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

作
成
年
が
古
け
れ
ば
古
い
ほ
ど
、
耕
地
整
理
や
大
規
模
開
発
を
受
け
る
前
の

景
観
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
え
て
こ
う
し
た
土
地
情
報
は
曲
輪

や
堀
・
土
塁
な
ど
の
検
出
に
有
効
で
あ
り
、
城
郭
研
究
に
お
い
て
は
、
と
く

に
平
地
の
城
館
や
城
下
町
の
検
出
と
復
元
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
話
を
戻
し
ま
す
と
、
近
年
で
は
山
崎
裕
太
氏
が
刈
谷
・
知
立
市
域
の

城
館
を
検
討
し
た
際
に
当
城
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
県
の
見
解
を
も
と
に

地
籍
図
や
昭
和
二
十
三
年（
一
九
四
八
）撮
影
の
空
中
写
真
実
体
視
か
ら
、従

来
の
推
定
地
と
そ
の
北
側
を
含
め
た
範
囲
の
な
か
で
三
つ
の
区
画
を
見
出
し

ま
し
た
が
、結
論
を
出
さ
ず
複
数
の
可
能
性
を
提
示
す
る
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
で
は
、
資
史
料
が
な
い
た
め
、
現
在
に
残
る
伝
承

と
地
籍
図
の
地
割
分
析
を
主
軸
と
し
て
お
り
、
古
城
塚
周
辺
に
推
定
す
る
見

解
が
主
流
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
た
だ
清
水
正
明
氏
に
よ
る

地
籍
図
の
分
析
も
、
地
割
や
地
目
な
ど
か
ら
堀
と
推
定
す
る
の
は
難
し
い
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
、
あ
ら
た
め
て
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
資
史
料
を
捜
索
す
る
と
、
城
が
機
能
し
た
と
考
え
ら
れ
る
中
世
の
史
料
は

見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
江
戸
時
代
の
史
料
に
来
迎
寺
城
跡
の
存
在
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
史
料
と
は
、
現
在
、
東
京
国
立
博
物
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る「
東
海
道
分
間
延
絵
図
」で
す
。
こ
れ
は
文
化
三
年（
一

八
〇
六
）、
東
海
道
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
幕
府
の
道
中
奉
行
が
作
成

来
迎
寺
城
跡
の
再
検
討
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図 1　来迎寺村絵図（『三河碧海郡村分図』、西尾市岩瀬文庫所蔵）
執筆者により一部加筆
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し
た
測
量
絵
図
で
、
八
橋
村
と
来
迎
寺
村
の
あ
い
だ
に
「
字
野
地
宿 
村
上

兵
部
兼
房
屋
敷
跡
」
と
い
う
書
付
を
見
て
取
れ
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
は
具
体

的
な
場
所
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
補
完
す
る
史
料
と
し
て
、
明
治
十
一
年
に

来
迎
寺
村
役
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
村
絵
図（『
三
河
碧
海
郡
村
分
図
』所
収
、

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
）
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
（
図
1
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

古
城
塚
北
側
の
「
山
林
原
野
」
に
囲
ま
れ
た
な
か
に
「
村
上
兵
部
兼
房
城
跡
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
1
の
矢
印
参
照
）。

　

以
上
の
史
料
か
ら
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
初
期
に

か
け
て
は
、
古
城
塚
の
北
側
が
「
城
（
屋
敷
）
跡
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
清
水
啓
介
氏
が
聞
き
取
り
調
査
を
す
る

ま
で
の
あ
い
だ
に
、
何
ら
か
の
事
情
で
城
跡
の
場
所
が
間
違
っ
て
伝
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
伝
承
の
恐
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

続
い
て
、
図
1
と
同
時
代
史
料
で
あ
る
明
治
十
七
年
地
籍
図
（
図
2
）
の

な
か
で
、
先
述
の
「
村
上
兵
部
兼
房
城
跡
」
の
場
所
を
確
認
す
る
と
、「
林
」

「
藪
・
草
地
」
に
囲
ま
れ
た
東
西
約
一
〇
〇
ｍ
×
南
北
約
七
五
ｍ
の
「
畑
地
」

が
見
て
取
れ
ま
す
。
ま
さ
し
く
こ
の
「
畑
地
」
が
曲
輪
で
、
周
囲
を
め
ぐ
る

「
林
」「
藪
・
草
地
」
が
土
塁
あ
る
い
は
堀
で
あ
り
（
図
中
グ
レ
ー
ト
ー
ン
）、

「
林
」「
藪
・
草
地
」
が
途
切
れ
る
南
東
箇
所
は
城
内
へ
出
入
り
す
る
虎
口
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
検
討
を
進
め
て
い
く
と
、
約
一
三
〇
ｍ
×
約

一
一
〇
ｍ
規
模
の
土
塁
あ
る
い
は
堀
に
囲
ま
れ
た
単
郭
の
館
城
の
姿
が
徐
々

に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
現
時
点
で
も
っ
と
も
蓋
然
性
が
高

い
仮
説
を
提
示
で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
調
査
研
究
の
積
み
重
ね

に
よ
っ
て
、
知
立
の
歴
史
が
少
し
ず
つ
鮮
明
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

�

（
歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員 

中
川
貴
皓
）

《
参
考
文
献
》

清
水
啓
介
「
来
迎
寺
城
（
今
崎
城
）」『
愛
知
県
中
世
城
館
跡
調
査
報
告
Ⅱ
（
西

三
河
地
区
）』（
愛
知
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
四
年
）

清
水
正
明
「
第
10
節 

そ
の
他
の
城
館
跡
（
牛
田
城
・
来
迎
寺
城
・
葦
香
城
）」『
新

編
知
立
市
史
3 

資
料
編 

原
始
・
古
代
・
中
世　

資
料
編 

考
古
（
原
始
・
古
代
・

中
世
）』（
知
立
市
、
二
〇
一
五
年
）

山
崎
裕
太
「
刈
谷
市
・
知
立
市
の
城
館
の
基
礎
的
検
討
」『
愛
城
研
報
告
』
第
24

号
（
愛
知
中
世
城
郭
研
究
会
、
二
〇
二
一
年
）

図 2　来迎寺村地籍図トレース図（明治 17年）
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刊
行
予
定

『（
仮
）
は
じ
め
て
の
知
立
市
史
』

A
4
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー�

価
格
未
定

令
和
五
年
度
末
刊
行
予
定

　

知
立
市
域
の
歴
史
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
重
視
で
紹
介
し
、
皆
さ
ま
に
お
手
軽
に

読
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
に
な
る
よ
う
編
集
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

好
評
販
売
中

■
新
刊
（
令
和
四
年
七
月
刊
行
）

『
新
編
知
立
市
史
2
　
通
史
編

 

　
近
代
・
現
代
』

　
　
　
　

菊
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

�

二
〇
〇
〇
円

■
既
刊

『
新
編
知
立
市
史
1 

通
史
編
　
原
始
・
古
代
・
中
世
・
近
世
』

菊
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー�

二
〇
〇
〇
円

『
新
編
知
立
市
史
3 

資
料
編
　
原
始
・
古
代
・
中
世
』

B5
判
二
冊
箱
入
り（
付
図
あ
り
）�

四
五
〇
〇
円

『
新
編
知
立
市
史
4 

資
料
編
　
近
世
』

B5
判
（
Ｃ
Ｄ
─
Ｒ
Ｏ
Ｍ
付
き
）�

三
一
〇
〇
円

『
新
編
知
立
市
史
5 

池
鯉
鮒
宿
本
陣
御
宿
帳
』

B5
判�

二
六
〇
〇
円

『
新
編
知
立
市
史
6 

資
料
編
　
近
代
・
現
代
』

B5
判
（
付
図
あ
り
）�

四
一
〇
〇
円

『
新
編
知
立
市
史
7 

資
料
編
　
民
俗
』

B5
判
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
き
）�

三
七
〇
〇
円

『
新
編
知
立
市
史
8 

資
料
編
　
自
然
』

B5
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

（『
植
物
・
動
物
目
録
』
付
き
）�

四
七
〇
〇
円

『
新
編
知
立
市
史
　 

別
巻
　
文
化
財
編
』

A4
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー�

二
六
〇
〇
円

『
新
編
知
立
市
史
　 

別
巻
　
八
橋
編
』

B5
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー�

三
五
〇
〇
円

☆ 

新
編
知
立
市
史
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お礼
市
史
編
さ
ん
活
動
に
お
き
ま
し
て
、た
く
さ
ん
の
方
に
ご
協
力
・

ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
令
和
4
年
4
月
1
日
の
組
織
再
編
に
伴
い
、
市
史
編
さ

ん
係
は
文
化
振
興
係
に
統
合
い
た
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
市
史

の
事
業
は
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

知
立
市
教
育
委
員
会
文
化
課
文
化
振
興
係

�

（
歴
史
民
俗
資
料
館
内
）

〒
四
七
二
─
〇
〇
五
三　

知
立
市
南
新
地
二
丁
目
3
番
地
3

T
E
L　

〇
五
六
六
─
八
三
─
一
一
三
三

F
A
X　

〇
五
六
六
─
八
三
─
六
六
七
五

E-m
ail　

 siryokan@
city.chiryu.lg.jp

新
編
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市
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だ
よ
り
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13
号　

令
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5
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